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【
論
文
］旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
に
お
け
る
創
建
時
の
金

庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
、
ン
ヤ
ッ
タ
ー

の

残

存

状

況

に

つ

い

て

丹

治

雄

一

｛
要
旨
一
本
稿
は
、
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
（
現
当
館
）
に
お
け
る
創
建
時
の

金
庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
残
存
状
況
と
そ
の

詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

関
東
大
震
災
で
焼
失
を
免
れ
た
当
館
地
階
に
は
、
正
金
時
代
か
ら
の
建
具

類
や
内
装
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
建
具
類
に
注
目
し
、
正
金
本
店

の
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
に
も
よ
り
な
が
ら
、
金
庫
扉
二
箇
所
と
ス
チ

ー
ル
サ
ッ
シ
一
六
箇
所
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
一
七
箇
所
が
、
創
建
時
か

ら
残
存
す
る
設
備
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
こ
れ
ら
の
設
備
の
現
況
に
つ
い

て
も
分
析
し
た
。
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
建
具
類
は
旧
正
金
本
店
の
歴
史
を
語

る
上
で
貴
重
な
実
物
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ

と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
日
本
近
代
建
築
史
上
に
お
い
て
も

重
要
な
価
値
を
有
す
る
遺
構
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
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ー
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旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
金
庫
扉
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ス
チ
ー
ル
シ

ヤ
ヅ
タ
ー

九
○
四
年
七
月
に
竣
工
し
た
（
図
１
）
。
し
か
し
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
、
地
階
を
除
く
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
ほ

ぼ
す
べ
て
の
内
装
と
屋
上
ド
ー
ム
を
焼
失
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
建
物
が
創

建
時
の
姿
を
維
持
し
て
い
た
の
は
わ
ず
か
二
○
年
弱
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
の
後
、
一
九
二
四
年
か
ら
二
五
年
に
全
面
的
な
改
修
工
事
（
「
大
正
の
改

修
工
事
」
、
桜
井
小
太
郎
設
計
、
竹
中
工
務
店
施
工
）
が
行
わ
れ
、
正
金
銀
行
が

閉
鎖
さ
れ
る
一
九
川
六
（
昭
和
二
二
年
一
二
月
ま
で
そ
の
本
店
と
し
て
使
用
さ

（

２

）

れ
た
・
翌
四
七
年
に
正
金
の
国
内
の
営
業
資
産
を
継
承
し
た
東
京
銀
行
が
開
業
す

る
と
、
旧
止
金
本
店
は
東
京
銀
行
横
浜
支
店
と
な
っ
た
が
、
’
九
六
四
年
に
神
奈

川
県
が
県
立
博
物
館
と
す
る
た
め
に
東
銀
横
浜
支
店
の
土
地
・
建
物
を
買
収
の

上
、
一
九
六
六
年
三
月
か
ら
六
七
年
二
月
ま
で
大
規
模
な
改
修
工
事
（
「
昭
和
の

改
修
工
事
二
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
建
物
は
銀
行
か
ら
博
物
館
へ
と
そ
の

用
途
を
変
え
、
震
災
で
焼
失
後
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
ド
ー
ム
も
復
元
さ
れ
、
一
九

六
七
年
三
月
に
神
奈
川
県
立
博
物
館
と
し
て
開
館
し
た
。
そ
の
後
県
立
博
物
館
は

本
稿
の
課
題
は
、
現
在
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
旧
館
と
な
っ
て
い
る
旧
横

浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
（
重
要
文
化
財
・
史
跡
）
に
お
け
る
創
建
時
の
金
庫
扉
・

ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ヅ
タ
ー
の
残
存
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
詳
細

（

１

）

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
・

正
金
本
店
は
、
明
治
期
を
代
表
す
る
日
本
人
建
築
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
妻
木
頼

黄
の
設
計
に
よ
り
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
三
月
二
五
日
に
地
盤
工
事
に
着

工
し
、
五
年
四
ヵ
月
の
工
期
と
約
二
○
万
円
と
い
う
巨
額
の
工
費
を
か
け
、
一

は
じ
め
に

弓の
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成
の
各
時
代
に
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
、
旧
正
金
本
店
建
築
の
大
き
な
特
徴
で
あ

（

３

）

る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
内
部
の

焼
失
を
経
験
し
、
そ
の
復
旧
を
含
め
三
回
の
改
修
工
事
を
受
け
て
い
る
た
め
、
建

物
の
外
観
や
躯
体
を
除
け
ば
創
建
時
か
ら
残
存
す
る
設
備
や
内
装
な
ど
は
極
め
て

限
定
さ
れ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
地
階
の
金
庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー

ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
地
階
の
内
装
の
一
部
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
以
下
、
こ
の
金
庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー

に
注
目
し
、
後
述
す
る
当
館
所
蔵
の
正
金
本
店
の
震
災
復
旧
工
事
資
料
な
ど
も
利

用
し
て
創
建
当
初
か
ら
残
存
す
る
こ
れ
ら
の
建
具
類
を
特
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
特

徴
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
本
稿
の
考
察
対
象
を
こ
の
三
種
の
建
具
類
に
限
定

し
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
創
建
時
か
ら
の
設
備
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
の

基
礎
的
な
資
料
と
な
る
震
災
復
旧
工
事
資
料
に
よ
り
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
の

施
工
箇
所
と
内
容
を
ほ
ぼ
特
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
地
階
廊
下
腰
壁
の

図1 横浜正金銀行本店本館

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
三
月
に
人

文
系
の
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
へ

と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
が
、
そ
の

際
に
も
、
一
九
九
三
年
一
○
月
か
ら

九
五
年
三
月
に
か
け
て
展
示
工
事
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
建
物
全
般
に
わ

た
る
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り

（
「
平
成
の
改
修
工
事
」
）
、
建
物
の
用

途
変
更
を
含
む
合
計
三
回
の
大
規
模

な
改
修
工
事
を
、
大
正
・
昭
和
・
平

内
装
な
ど
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
の
施
行
内
容
を
十
分
に
復
元
し
得
な
い
箇
所

に
つ
い
て
は
本
稿
の
対
象
か
ら
除
き
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
。

さ
て
、
前
記
の
よ
う
な
来
歴
を
有
す
る
旧
正
金
本
店
建
築
に
つ
い
て
は
、
既
に

い
く
つ
か
の
研
究
が
知
ら
れ
、
本
稿
の
主
た
る
関
心
で
あ
る
正
金
本
店
の
建
築
設

（

４

）

備
に
関
し
て
も
若
干
の
考
察
が
あ
る
。
と
り
わ
け
「
平
成
の
改
修
工
事
」
の
調
査

報
告
書
は
、
地
階
に
創
建
時
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
現

存
す
る
こ
と
に
言
及
し
、
ま
た
「
昭
和
」
「
平
成
」
二
度
の
改
修
工
事
に
関
わ
り
、

旧
正
金
本
店
建
築
の
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
吉
武
創
作
氏
の
翻
刻
に
な
る
震
災

（

５

）

復
旧
工
事
資
料
を
収
録
す
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
研
究
に
も
学
び
つ
つ
、
現
存

す
る
建
具
類
（
モ
ノ
資
料
）
と
震
災
復
旧
工
事
資
料
（
文
書
資
料
）
に
立
脚
し
た

実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
前
に
、
次
節
以
降
で
分
析
を
進
め
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
「
横
浜
正

金
銀
行
本
店
等
震
災
復
旧
工
事
関
係
資
料
」
の
概
要
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お

（

６

）

き
た
い
。
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
は
、
文
書
と
図
面
類
か
ら
な
る
合
計
二
二
件

二
○
○
点
を
超
え
る
資
料
群
で
あ
る
。
正
金
本
店
改
修
工
事
の
見
積
書
や
請
求
書
、

材
料
試
験
の
結
果
を
綴
っ
た
簿
冊
の
ほ
か
、
本
店
改
修
関
係
図
面
と
本
店
に
隣
接

す
る
附
属
家
、
お
よ
び
接
待
所
の
新
築
図
面
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
本
店
の
「
大
正

の
改
修
工
事
」
を
把
握
す
る
上
で
最
も
重
要
と
な
る
の
は
、
二
冊
の
簿
冊
か
ら
な

る
「
決
定
見
積
書
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
本
店
で
実
際
に
施
工
な
い
し
執
行
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
工
事
や
人
件
費
の
見
積
書
の
写
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
施
工
箇
所
と

そ
の
仕
様
な
ど
工
事
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
見
積
書
に
記
載
さ

れ
る
年
代
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
八
月
二
○
日
か
ら
翌
二
五
年
一
二
月

一
四
日
ま
で
約
一
年
四
ヵ
月
に
及
ぶ
。
地
階
の
建
具
類
の
見
積
書
も
合
綴
さ
れ
て

－74－



い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
の
「
決
定
見
積
書
」
に
収
め
ら
れ
た
金
庫
扉
・
ス
チ

ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
関
係
す
る
見
積
書
の
有
無
と
そ
の
記
載

内
容
を
、
当
館
に
現
存
す
る
こ
れ
ら
の
建
具
類
が
創
建
当
初
の
も
の
で
あ
る
か
否

本
節
で
は
、
当
館
に
現
存
す
る
創
建
時
の
建
具
類
の
う
ち
、
金
庫
扉
の
残
存
状

況
に
つ
い
て
述
べ
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
次
節
で
言

及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
関
東
大
震
災
で
焼
失
を
免
れ
た
地
階
に
の
み
残
存
し
て

い
る
こ
れ
ら
の
建
具
類
に
つ
い
て
、
そ
の
設
置
場
所
と
製
造
者
を
平
面
図
上
に
示

し
た
の
が
図
２
で
あ
る
（
以
下
、
各
室
の
名
称
は
前
掲
『
建
築
要
覧
』
に
基
づ
き

創
建
時
の
も
の
を
使
用
し
、
「
金
庫
」
「
食
堂
」
な
ど
と
表
記
し
た
）
・

図
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
金
本
店
地
階
に
は
金
銀
貨
や
紙
幣
を
収
蔵
す
る

「
金
庫
」
（
金
庫
室
）
と
、
貸
金
庫
に
相
当
す
る
保
護
預
品
庫
の
二
種
類
の
金
庫
が

あ
っ
た
。
両
金
庫
に
は
、
創
建
時
に
大
小
合
わ
せ
て
一
四
箇
所
に
金
庫
扉
が
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
う
ち
一
箇
所
は
建
物
を
県
立
博
物
館
へ
と
用
途
換
え
す
る
「
昭

和
の
改
修
工
事
」
で
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
現
在
金
庫
扉
が
確
認
さ
れ
る
の
は
一
三

箇
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
の
二
箇
所
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
関
東
大
震

災
後
に
実
施
さ
れ
た
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で
交
換
・
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
創
建
時
か
ら
残
る
金
庫
扉
は
合
計
二
箇
所
で
あ
る
。

金
庫
室
と
保
護
預
品
庫
は
、
と
も
に
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
三
回
の
改
修
工
事

に
よ
る
内
装
の
改
変
が
限
定
的
で
、
特
に
金
庫
室
は
Ｉ
形
鋼
と
白
釉
迫
持
の
耐
火

煉
瓦
を
使
用
し
た
ア
ー
チ
状
の
天
井
（
防
火
床
構
造
）
と
、
同
じ
く
白
釉
耐
火
煉

か
を
判
断
す
る
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。

｜
創
建
時
の
金
庫
一
扉
の
残
存
状
況
に
つ
い
て

１

金

庫

室

金
庫
室
に
は
創
建
当
初
九
箇
所
に
鉄
扉
（
金
庫
扉
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現

在
も
八
箇
所
に
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
庫
室
内
の
「
金
庫
」
は
三
室
に
区
画
さ
れ
、
庫
前
は
鉄
格
子
で
仕
切
ら
れ
て

お
り
、
鉄
格
子
の
内
側
は
「
改
銀
所
」
と
称
さ
れ
、
「
金
銀
貨
ヲ
鑑
査
シ
而
ル
後

（

８

）

金
庫
内
二
入
ル
ル
ノ
設
備
」
と
な
っ
て
い
た
。
鉄
格
子
の
外
側
は
「
広
間
」
で
、

三
室
並
ん
で
配
置
さ
れ
た
「
金
庫
」
の
周
囲
に
は
「
廻
廊
」
が
廻
っ
て
い
た
。

「
金
庫
」
「
改
銀
場
」
「
広
間
」
「
廻
廊
」
か
ら
な
る
金
庫
室
へ
の
出
入
り
に
は
、
建

物
西
面
に
設
け
ら
れ
た
二
箇
所
の
金
庫
扉
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
三
室
に
区
画
さ
れ
た
「
金
庫
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
入
口
と
し
て
三

箇
所
の
金
庫
扉
が
現
存
す
る
（
図
２
中
の
①
。
②
．
③
お
よ
び
図
３
、
図
３
は
①

を
撮
影
し
た
も
の
）
・
製
造
者
は
、
扉
表
面
の
銘
板
に
刻
ま
れ
た
文
字
（
図
４
）

と
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
「
○
国
ご
國
國
陣

の
○
ｚ
の
伊
○
の
【
倖
の
崖
崗
○
○
三
国
卓
弓
自
三
弓
国
己
」
（
以
下
、
チ
ャ
ブ
社
）
で
あ

（

９

）

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
両
開
き
金
庫
扉
の
基
本
的
な
形
状
は
全
く
同
一
で
、

左
右
各
扉
に
銘
板
・
取
っ
手
・
ハ
ン
ド
ル
と
鍵
穴
隠
し
付
の
鍵
穴
の
各
種
金
物
類

が
あ
り
、
右
扉
に
の
み
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
。
匙
①
陣
弓
○
葛
邑
の

三
目
貝
煙
９
日
旨
い
の
○
．
」
（
以
下
、
エ
ー
ル
社
）
製
の
文
字
合
わ
せ
錠
が
確
認
さ
れ

（
叩
）
る
。
た
だ
し
、
銘
板
の
設
置
位
置
は
①
。
②
．
③
で
そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
り
、
②

瓦
仕
上
げ
の
壁
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
創
建
時
の
内
装
が
非
常
に
良
好
な
状
態
で
残

存
し
て
お
り
、
旧
正
金
本
店
創
建
時
の
内
装
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

（

７

）

空
間
と
な
っ
て
い
る
。
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図2旧横浜正金銀行本店本館地階における創建時建具類の残存状況
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本図は『横浜正金銀行建築要覧」所載の地階

平面図をもとに作成したものである。
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図4 チャブ社製金庫扉銘板

の
左
扉
の
取
っ
手
だ
け
が
交
換
に
よ
る
も
の

か
他
の
五
つ
の
取
っ
手
と
形
状
が
異
な
る
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
①
。
②
に
は
魚
と

「
ｎ
国
ご
國
国
」
の
文
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
鍵

穴
隠
し
が
扉
の
左
右
一
箇
所
ず
つ
の
鍵
穴
に

認
め
ら
れ
た
が
、
③
で
は
左
右
の
鍵
穴
隠
し

と
も
失
わ
れ
て
い
た
。
「
震
災
復
旧
工
事
資

料
」
に
よ
れ
ば
、
三
箇
所
の
「
金
庫
」
の
う

ち
二
箇
所
の
金
庫
扉
と
扉
内
側
の
鉄
格
子
等

（

ｕ

）

の
一
式
が
震
災
後
に
交
換
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
残
る
一
箇
所
の
金
庫
扉
は
「
修
繕
塗 図3 チャブ社製金庫扉

る
金
庫
扉
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
①
。
②
．
③
の
う

ち
一
箇
所
の
み
が
創
建
時
か
ら
残
る
金
庫
扉
で
あ
る
と
指
摘
す
る
に
留
め
る
こ
と

と
し
た
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
三
室
の
「
金
庫
」
に
は
、
通
常
の
出
入
口
と
し
て
使
用
さ
れ
た

①
～
③
の
金
庫
扉
の
他
に
、
非
常
用
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
出
入
口
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）

が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
そ
こ
に
も
チ
ャ
ブ
社
製
の
金
庫
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
る

（
図
２
中
の
④
。
⑤
．
⑥
お
よ
び
図
５
、
図
５
は
④
を
撮
影
し
た
も
の
）
・
「
震
災

復
旧
工
事
資
料
」
に
は
、
場
所
を
特
定
し
得
な
い
も
の
の
、
④
．
⑤
。
⑥
の
う
ち

い
ず
れ
か
一
箇
所
の
修
繕
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
資
料
中
に
交

換
・
新
設
に
関
す
る
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
三
箇
所
と
も
創
建
時
か
ら
残

（

肥

）

存
し
て
い
る
金
庫
扉
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
床
面
か
ら
一
五
メ
ー
ト
ル
（
開
口
部

必

~~

（

雌

）

替
」
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、

創
建
時
に
設
置
さ
れ
た
三
箇
所
の

チ
ャ
ブ
社
製
金
庫
扉
の
う
ち
の
一

ル
箇
所
が
、
震
災
復
旧
工
事
で
修
繕

蔀
さ
れ
た
上
で
現
存
し
て
い
る
と
考

轌
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
作
成

社ブ
に
あ
た
り
三
箇
所
の
金
庫
扉
を
詳

ヤチ
細
に
調
査
し
、
先
に
述
べ
た
銘

５図
板
・
取
っ
手
・
鍵
穴
隠
し
に
見
ら

れ
た
①
．
②
。
③
の
微
妙
な
相
違

点
に
も
留
意
し
て
分
析
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
創
建
時
か
ら
残
存
す
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下
面
）
の
高
さ
に
設
け
ら
れ
た
、
大
人
ひ
と
り
が
詞
甸
前
進
で
漸
く
出
入
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
程
度
の
大
変
小
さ
な
片
開
き
金
庫
扉
で
あ
る
。
金
物
類
は
、

「
の
西
口
國
国
の
も
瞬
目
ｚ
弓
Ｆ
ｏ
ｚ
ｐ
Ｏ
ｚ
・
」
と
記
さ
れ
た
図
４
と
は
異
な
る
デ
ザ
イ
ン

の
小
さ
な
銘
板
と
取
っ
手
・
ハ
ン
ド
ル
・
鍵
穴
隠
し
な
し
鍵
穴
・
エ
ー
ル
社
製
の

文
字
合
わ
せ
錠
が
、
す
べ
て
の
扉
に
付
さ
れ
て
い
た
。
図
５
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
三
つ
の
扉
と
も
塗
装
が
大
き
く
剥
離
し
て
お
り
、
保
存
状
態
は
良
好
と
は
言

い
難
い
。
こ
う
し
た
非
常
用
出
人
口
は
庫
内
に
人
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
際
の
脱
出

用
と
い
う
目
的
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
出
入
口
と
し
て
通
常
使
用
し
て
い
る
金
庫
扉

が
何
ら
か
の
事
情
で
開
閉
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
紙
幣
な
ど
を
庫
外
へ
出
納

（

脚

）

で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

三
つ
の
「
金
庫
」
は
「
昭
和
の
改
修
工
事
」
時
に
室
内
の
大
幅
な
改
修
工
事
を

#~~
惑 酔

~

鷺 ；

瞭堅 !『

垂

込 葬

図6山田金庫店製金庫扉

行
い
、
現
在
当
館
の
収
蔵
庫
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
通
常
の
出
入

口
で
あ
る
大
き
な
金
庫
扉
の
内
側
の
鉄
格
子
は
い
ず
れ
も
撤
去
さ
れ
、
現
在
は
撤

去
さ
れ
た
両
開
き
鉄
格
子
の
片
面
が
旧
金
庫
室
内
に
二
点
残
存
す
る
の
み
で
あ

る
。
ま
た
、
非
常
用
の
出
入
口
で
あ
る
小
さ
な
金
庫
扉
も
改
修
に
よ
り
内
側
の
鉄

格
子
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
「
金
庫
」
「
改
銀
場
」
「
広
間
」
「
廻
廊
」
か
ら
な
る
金
庫
室
へ
の
出
入

口
を
見
て
み
る
と
、
既
述
の
よ
う
に
創
建
時
に
は
建
物
西
面
に
二
箇
所
の
出
入
口

が
あ
っ
た
。
二
箇
所
に
は
同
じ
形
状
の
金
庫
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
う
ち
一

箇
所
は
「
昭
和
の
改
修
工
事
」
で
失
わ
れ
て
お
り
、
創
建
時
か
ら
残
る
金
庫
扉
は

（

胆

〉

現
存
す
る
一
箇
所
の
み
で
あ
る
（
図
２
中
の
⑦
お
よ
び
図
６
）
・
金
物
類
と
し
て

は
、
両
開
き
の
扉
の
左
右
両
面
に
取
っ
手
・
ハ
ン
ド
ル
・
鍵
穴
隠
し
付
の
鍵
穴
・

正
金
銀
行
の
行
章
入
り
銘
板
が
、
エ
ー
ル
社
製
の
文
字
合
わ
せ
錠
が
右
扉
の
み
に

備
え
ら
れ
て
い
た
。
『
建
築
要
覧
』
所
載
の
正
金
本
店
敷
地
の
配
置
図
に
よ
る
と
、

こ
の
二
箇
所
の
出
入
口
は
庇
が
架
か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
中
庭
に
面

し
屋
外
と
接
す
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
長
年
の
風
雨
や

塵
煥
に
よ
り
扉
本
体
の
塗
装
は
か
な
り
汚
れ
て
お
り
、
取
っ
手
や
鍵
穴
隠
し
な
ど

は
緑
変
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
扉
の
状
態
は
決
し
て
良
好
と
は
言
え

な
い
が
、
こ
の
金
庫
扉
は
表
扉
だ
け
で
な
く
内
側
の
鉄
格
子
お
よ
び
腰
板
・
床
板

が
一
式
で
現
存
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
金
庫
室
内
か
ら
は
鉄
格
子
越
し
に

表
扉
の
裏
面
が
確
認
で
き
（
図
７
）
、
チ
ャ
ブ
社
製
金
庫
扉
で
も
見
ら
れ
た
よ
う

な
製
造
者
の
銘
板
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
（
図
８
）
・
銘
板
の
文
字
か
ら
、
こ

の
金
庫
扉
は
東
京
市
日
本
橋
区
銀
座
の
山
田
金
庫
店
製
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、
図
７
中
で
右
側
の
書
架
に
配
架
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
九
六
（
平

－79－
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図8 山田金庫店製金庫扉銘板

成
八
）
年
に
東
京
銀
行
（
当
時
、
現
三
菱
東

京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
旧
横
浜

正
金
銀
行
調
査
部
図
書
で
あ
る
。

山
田
金
庫
店
は
、
’
八
七
二
（
明
治
五
）

年
に
中
北
米
吉
が
創
業
し
た
老
舗
の
当
時
有

力
な
金
庫
メ
ー
カ
ー
で
、
同
店
製
造
の
金
庫

扉
は
、
止
金
銀
行
を
始
め
日
本
銀
行
・
三
菱

合
資
会
社
銀
行
部
・
住
友
銀
行
・
三
井
銀
行

（

肥

）

な
ど
の
大
手
銀
行
へ
納
入
さ
れ
て
い
た
。
「
震

災
復
旧
工
事
資
料
」
に
は
「
本
金
庫
表
入
口

扉
」
の
名
称
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
金
庫
室 図7山田金庫店製金庫扉（内面）

！

（

Ⅳ

）

へ
の
出
入
口
と
考
え
ら
れ
る
扉
一
箇
所
の
修
繕
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二

箇
所
の
「
本
金
庫
表
入
、
扉
」
の
う
ち
の
一
箇
所
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
昭
和
の

改
修
工
事
」
で
撤
去
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
金
庫
扉
か
ら
も
修
繕
の
痕
跡
を
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
修
繕
さ
れ
た
扉
が
二
箇
所
う
ち
の
ど
ち
ら
で

あ
っ
た
の
か
は
確
定
し
得
な
か
っ
た
。

三
室
の
「
金
庫
」
に
そ
れ
ぞ
れ
非
常
用
の
出
入
口
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
と
同

様
、
金
庫
室
に
も
非
常
用
の
出
入
口
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）
が
あ
り
、
そ
の
金
庫
扉
も

建
物
創
建
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
（
図
２
中
の
⑧
お
よ
び
図
９
）
。
マ
ン
ホ
ー

ル
は
金
庫
室
の
南
面
に
位
置
し
、
床
面
よ
り
一
・
五
メ
ー
ト
ル
（
開
川
部
下
面
）
の

高
さ
に
あ
り
、
④
．
⑤
．
⑥
と
同
様
大
変
窮
屈
な
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
壁
面
を

貫
通
し
て
廊
下
と
金
庫
室
内
の
「
廻
廊
」
部
分
を
繋
い
で
い
る
。
こ
こ
に
設
置
さ

哨豊

騨謬

‐麹鴬

i

図9山田金庫店製マンホール

~ リ
図10山田金庫店製マンホール（内面）
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れ
た
金
庫
扉
は
、
金
庫
室
へ
の
通
常
の
出
入
口
と
同
様
山
田
金
庫
店
製
で
、
鍵
穴

隠
し
の
装
飾
と
正
金
銀
行
の
行
章
が
刻
ま
れ
た
銘
板
の
デ
ザ
イ
ン
は
図
６
と
共
通

し
て
い
た
。
片
開
き
の
扉
に
は
こ
の
銘
板
の
他
に
、
金
物
類
と
し
て
取
っ
手
・
ハ

ン
ド
ル
と
鍵
穴
隠
し
付
の
鍵
穴
・
文
字
合
わ
せ
錠
に
加
え
て
、
銘
板
・
ハ
ン
ド

ル
・
鍵
穴
・
文
字
合
わ
せ
錠
を
囲
ん
で
大
き
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
当
館
に

残
存
す
る
金
庫
扉
の
中
で
は
、
小
さ
い
も
の
の
最
も
装
飾
性
に
富
ん
だ
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
。
鍵
穴
隠
し
に
は
縦
書
き
で
「
進
歩
」
と
刻
ま
れ
、
周
囲
の
装
飾

部
分
に
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
「
進
歩
賞
牌
受
領
」
の
文
字
が
上
下
に
そ
れ
ぞ
れ

半
円
状
に
配
列
さ
れ
る
。
山
田
金
庫
店
は
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一
八
八
一

（

略

）

年
）
で
三
等
進
歩
賞
牌
を
受
賞
し
て
お
り
、
鍵
穴
隠
し
に
刻
ま
れ
た
文
字
は
そ
の

受
賞
歴
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
店
製
品
の
安
全
性
や
堅
牢
性
を
購
入

し
た
顧
客
に
印
象
づ
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
廻
廊
」
側
か
ら
見

る
と
手
前
に
鉄
格
子
が
あ
り
、
表
扉
裏
面
に
は
図
８
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
銘
板
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
（
図
加
）
。
マ
ン
ホ
ー
ル
の
貫
通
状
況
を
視
認
で
き
た
の

は
こ
こ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
貫
通
し
た
開
口
部
は
廊
下
に
面
し
た
表
扉
側
の
上
部

が
や
や
低
く
、
鉄
格
子
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
若
干
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
形
状
の
開
口
が
な
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

２

保

護

預

品

庫

保
護
預
品
庫
に
は
創
建
時
に
鉄
扉
が
五
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
「
大
正
の

改
修
工
事
」
で
の
修
繕
は
あ
る
が
そ
の
す
べ
て
が
現
存
し
て
い
る
。

保
護
預
品
庫
は
、
回
廊
状
に
廻
る
廊
下
の
内
側
に
金
庫
室
と
隣
接
し
て
配
置
さ

れ
て
お
り
、
庫
内
に
は
「
預
品
庫
」
と
「
預
ヶ
品
出
納
取
扱
室
」
お
よ
び
壁
面
と

鉄
扉
で
区
画
さ
れ
た
中
央
部
の
「
保
護
預
品
庫
」
の
三
つ
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
成
っ

（

四

）

て
い
た
（
図
２
）
・
前
述
の
よ
う
に
、
「
預
ヶ
主
ノ
貴
重
品
ヲ
保
管
ス
ル
」
現
在
言

う
と
こ
ろ
の
貸
金
庫
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
た
金
庫
で
、
「
庫
内
ニ
ハ
特
種
ノ
錠

前
ヲ
附
シ
タ
ル
米
国
製
保
護
函
数
百
箇
ヲ
備
へ
」
て
い
た
。
「
秘
密
ヲ
重
ズ
ル
ノ

装
置
ヲ
必
要
ト
ス
」
る
た
め
、
「
特
二
他
ノ
部
室
卜
画
断
シ
、
即
チ
其
入
ロ
ハ
正

門
上
ノ
広
場
ノ
左
隅
二
設
ヶ
、
階
段
二
依
リ
テ
降
下
シ
庫
前
二
達
セ
シ
ム
、
庫
前

ニ
ハ
監
督
員
事
務
所
ヲ
設
ヶ
、
其
監
督
員
ヲ
経
ザ
レ
バ
庫
内
二
出
入
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ザ
ル
ノ
方
法
」
が
採
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
配
慮
が
な
さ
れ

て
お
り
、
「
保
護
預
品
庫
」
内
の
各
「
保
護
函
」
に
は
二
つ
の
鍵
が
備
え
ら
れ
、

ま
た
「
預
ヶ
品
出
納
取
扱
室
」
内
に
は
「
来
客
用
ノ
ー
室
」
が
設
け
ら
れ
、
預
け

主
は
そ
の
室
内
で
安
全
に
「
保
護
函
」
の
確
認
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

コ
室
」
は
、
扉
が
閉
め
ら
れ
た
状
態
の
時
の
み
照
明
が
点
き
、
扉
が
開
け
ら
れ

る
と
照
明
が
消
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
預
け
主
は
不
意
に
扉
を
開
け
ら
れ

て
も
室
内
の
様
子
を
察
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
扇
風
機
を
利
用
し
た

（

鋤

）

換
気
装
置
も
装
備
さ
れ
て
い
た
。
庫
内
の
「
預
品
庫
」
と
「
預
ヶ
品
出
納
取
扱
室
」

の
区
画
に
は
間
仕
切
り
等
の
明
確
な
線
引
き
は
な
く
、
両
室
併
せ
て
実
際
に
数
百

個
の
「
保
護
函
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
「
保
護
預
品
庫
」
の
前
室
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
、
旧
保
護
預
品
庫
の
金
庫
扉
の
残
存
状
況
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に

し
よ
う
。
ま
ず
、
庫
内
へ
の
出
入
川
は
、
東
側
廊
下
に
面
し
て
三
箇
所
に
設
け
ら

れ
て
い
る
（
凶
２
中
の
⑨
。
⑩
。
⑪
お
よ
び
図
皿
、
図
皿
は
⑪
を
撮
影
し
た
も
の
）
・

三
箇
所
の
扉
の
形
状
は
全
く
同
一
で
、
金
物
類
は
両
開
き
扉
の
左
右
各
扉
に
、
銘

板
と
取
っ
手
・
ハ
ン
ド
ル
、
そ
し
て
鍵
穴
隠
し
付
の
鍵
穴
が
一
箇
所
ず
つ
あ
り
、
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右
扉
に
の
み
エ
ー
ル
社
製
の
文
字
合
わ
せ
錠

が
装
備
さ
れ
て
い
る
。
銘
板
か
ら
東
京
市
日

本
橋
区
馬
喰
町
の
竹
内
金
庫
店
が
製
造
し
た

扉
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
竹
内
金
庫

店
は
、
竹
内
弥
兵
衛
が
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
に
武
蔵
国
橘
樹
郡
子
安
村
で
創
業
し
た
国

（

皿

）

内
の
金
庫
メ
ー
カ
ー
の
草
分
け
と
さ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
山
田
金
庫
店
と
並
ぶ
当
時
最
も

有
力
な
企
業
で
、
正
金
本
店
に
は
こ
こ
で
触

れ
る
金
庫
扉
を
含
め
て
一
九
個
の
鉄
扉
を
納

入
し
て
お
り
、
当
時
の
頭
取
相
馬
永
胤
か
ら

~

６
姻
畿

②

~~

~~

~~

４

１

図11 竹内金庫店製金庫扉

感
謝
状
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
日
銀
本
店
に
は
二
八
個
、
同
大
阪
支
店
に
も
一
九

（

犯

）

個
の
鉄
扉
を
納
め
て
い
る
・
銘
板
に
は
「
竹
内
製
造
」
「
三
目
貝
肖
冒
禺
凰
団
琶

圃
自
澤
固
自
の
閨
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
る
（
図
吃
）
・
胃
自
傷
【
国
ど
の
閏
」
と
は
、

創
業
者
の
弥
兵
衛
か
ら
同
店
を
継
承
し
た
息
子
の
竹
内
善
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
両
開
き
の
左
右
の
扉
に
二
箇
所
ず
つ
設
け
ら
れ
た
鍵
穴
に
は
、
円
形
の
も

の
と
曲
線
で
八
角
形
状
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
の
鍵
穴
隠
し
に
も
上
部
に

「
神
武
天
皇
即
位
紀
元
」
、
下
部
に
は
「
弐
千
五
百
五
十
五
年
」
と
半
円
状
に
刻
ま

れ
て
お
り
、
鍵
穴
の
周
囲
に
は
上
部
に
「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」
下
部
に

「
明
治
廿
八
季
進
歩
二
等
賞
」
の
文
字
が
半
円
状
に
あ
り
、
そ
の
文
字
に
挟
ま
れ

た
位
置
に
「
京
都
」
と
横
書
き
で
記
さ
れ
て
い
た
。
山
田
金
庫
店
の
場
合
と
同
様
、

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
の
受
賞
歴
と
製
品
の
安
全
性
・
堅
牢
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
箇
所
の
扉
は
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で
「
修
繕

（
塗
替
含
む
と
（
二
箇
所
）
な
い
し
「
塗
替
」
二
箇
所
）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

交
換
・
新
設
と
の
記
録
は
な
い
た
め
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
す
べ
て
創
建
当
初
か

（

羽

）

ら
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
⑩
に
つ
い
て
は
「
昭
和
の
改
修
工

事
」
時
に
金
庫
扉
内
側
の
両
開
き
鉄
格
子
が
撤
去
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
現
在

表
扉
・
鉄
格
子
・
壁
板
・
床
板
の
一
式
が
残
る
の
は
⑨
．
⑪
で
あ
る
。
ま
た
、
図

皿
に
見
ら
れ
る
金
庫
扉
周
囲
の
タ
イ
ル
貼
り
の
腰
壁
と
床
は
、
⑪
の
周
囲
だ
け
に

見
ら
れ
る
装
飾
で
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で
施
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

「
修
繕
」
お
よ
び
「
塗
替
」
扉
の
特
定
に
至
る
よ
う
な
特
徴
は
、
各
金
庫
扉
の
現

状
か
ら
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

次
に
、
保
護
預
品
庫
内
に
壁
面
と
鉄
扉
で
区
画
さ
れ
「
保
護
函
」
が
設
置
さ
れ

（

型

）

て
い
た
「
保
護
預
品
庫
」
の
出
入
口
で
あ
る
（
図
２
中
の
⑫
）
・
こ
こ
に
は
⑨
。
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⑩
．
⑪
の
金
庫
扉
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
薄
く
簡
素
な
つ
く
り
の
片
開
き
鉄
扉

が
現
存
す
る
。
扉
表
面
の
金
物
類
も
ハ
ン
ド
ル
と
鍵
穴
隠
し
付
の
鍵
穴
の
み
で
、

鍵
穴
に
も
文
字
や
装
飾
は
確
認
さ
れ
ず
、
ま
た
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
各
扉
に
必
ず

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
銘
板
も
、
扉
の
表
・
裏
い
ず
れ
の
面
に
も
付
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
に
は
こ
の
鉄
扉
の
も
の
と
思
わ

（

路

）

れ
る
「
塗
上
代
」
（
塗
替
代
）
の
記
録
が
あ
る
た
め
、
製
造
者
を
断
定
す
る
決
定

的
な
証
拠
は
欠
い
て
い
る
も
の
の
、
創
建
時
か
ら
残
存
す
る
鉄
扉
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
製
造
者
の
確
定
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
こ
の
鉄
扉
に
図
ｕ
の
左
右
両
扉
に
あ
る
、
取
っ
手
以
外
の
金
物
を
囲
む
長

方
形
の
枠
状
の
装
飾
と
同
様
の
形
状
の
装
飾
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
軸
受
け
部
分
の

形
状
も
図
皿
の
扉
と
似
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竹
内
金
庫
店
製
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
保
護
預
品
庫
の
非
常
用
出
入
口
で
あ
る
（
図
３
中
の
⑬
）
。
こ
こ
に

は
金
庫
室
へ
の
非
常
用
出
入
口
（
図
９
）
と
全
く
同
じ
形
状
の
山
田
金
庫
店
製
の

金
庫
扉
が
、
鉄
格
子
と
も
一
式
で
残
存
し
て
い
る
。
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で
は

（

妬

）

「
塗
替
」
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
交
換
・
新
設
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
当
館
に
は
現
在
正
金
本
店
創
建
当
初
か
ら
残
る
金

庫
扉
が
合
計
二
箇
所
で
確
認
さ
れ
た
。
図
２
に
よ
り
改
め
て
製
造
者
別
に
そ
の

設
置
状
況
を
見
て
み
る
と
、
紙
幣
や
金
貨
・
銀
貨
が
収
め
ら
れ
る
三
箇
所
の
「
金

庫
」
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
を
含
め
て
す
べ
て
チ
ャ
ブ
社
製
で
あ
っ
た
（
①
～
③
の
い

ず
れ
か
一
箇
所
と
④
～
⑥
）
・
ま
た
、
国
内
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
竹
内
金
庫
店
・
山

田
金
庫
店
製
の
金
庫
扉
は
、
竹
内
が
保
護
預
品
庫
へ
の
通
常
の
出
入
口
（
⑨
～
⑪

前
節
に
続
き
、
旧
正
金
本
店
で
あ
っ
た
当
館
地
階
の
創
建
時
の
ス
チ
ー
ル
サ
ヅ

シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
残
存
状
況
に
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
先
に

も
見
た
よ
う
に
、
当
館
地
階
に
創
建
時
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ

（

鵠

）

タ
ー
が
一
部
残
存
す
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
節
で
は
本
稿
作
成
に

あ
た
っ
て
行
っ
た
残
存
サ
ッ
シ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
詳
細
調
査
に
基
づ
き
、
そ
の
形

状
や
特
徴
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
。

と
竹
内
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
⑫
を
含
む
）
、
山
田
は
金
庫
室
・
保
護
預
品
庫
双

方
の
マ
ン
ホ
ー
ル
と
金
庫
室
出
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
三
社
の

製
品
は
設
置
場
所
を
分
担
し
つ
つ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事

実
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
失
わ
れ
た
一
箇
所
と
震
災
で
交
換
・
新

設
さ
れ
た
二
箇
所
を
加
え
た
合
計
一
四
箇
所
の
金
庫
扉
の
メ
ー
カ
ー
別
設
置
数

（
チ
ャ
ブ
６
、
竹
内
４
、
山
田
４
）
か
ら
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
余
談
に
な
る
が
、

正
金
本
店
で
紙
幣
な
ど
を
収
め
る
最
も
重
要
な
「
金
庫
」
に
は
、
国
産
で
は
な
く

外
国
製
の
金
庫
扉
が
選
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
銀
行
本
店
に
も
竹
内
・
山
田
の

金
庫
扉
は
納
入
さ
れ
て
い
る
が
、
六
つ
に
区
画
さ
れ
た
金
庫
へ
の
出
入
口
に
は
、

（

”

）

イ
ギ
リ
ス
の
ホ
ッ
ブ
ス
・
ハ
ー
ト
社
製
の
金
庫
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
両
行
で

こ
う
し
た
選
択
が
な
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
考
え

る
と
、
日
銀
・
正
金
竣
工
当
時
は
国
内
金
庫
メ
ー
カ
ー
の
技
術
水
準
も
向
上
し
て

は
い
た
も
の
の
、
安
全
性
や
堅
牢
性
に
お
い
て
外
国
製
品
に
い
ま
だ
一
日
の
長
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

二
創
建
時
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

残

存

状

況

に

つ

い

て
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Ｎ
２
は
当
館
地
階
に
お
け
る
創
建
時
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
残
存
箇
所
を
示
し
た
も
の
で
（
⑭
～
⑳
）
、
創
建
時
に
サ
ッ
シ
と
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
備
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
二
七
箇
所
の
窓
の
う
ち
ス
チ
ー
ル
サ
ヅ
シ

は
一
六
箇
所
（
⑭
～
⑳
）
、
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
一
七
箇
所
（
⑭
～
⑳
）
に

現
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
サ
ッ
シ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
残
存
箇
所
は
、
内
部

の
使
用
状
況
の
関
係
で
サ
ッ
シ
の
残
存
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
⑳
を
除
き
す
べ

て
共
通
し
て
い
た
。
正
金
本
店
創
建
時
に
地
階
と
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
す
べ
て

の
窓
に
は
、
後
述
す
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ク
ラ
ー

ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
の
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
装
備
さ
れ
て
い
た
が
、
関
東
大

震
災
時
に
内
外
か
ら
浴
び
た
火
炎
と
熱
風
に
よ
り
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
サ
ッ
シ

と
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
使
用
小
能
と
な
り
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で
サ
ッ
シ
は
日
本

通
商
株
式
会
社
製
の
「
日
通
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
」
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
大
野
正
営

（

鋤

）

業
所
製
の
「
特
許
大
野
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
」
に
す
べ
て
交
換
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際

に
、
内
部
の
延
焼
を
免
れ
外
部
か
ら
の
火
災
に
よ
る
影
響
も
比
較
的
軽
微
で
あ
っ

た
地
階
で
は
、
「
日
通
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
」
「
特
許
大
野
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
」
へ
の

（

鋤

）

交
換
は
八
箇
所
に
留
ま
り
、
残
り
は
既
存
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
の
ス
チ
ー

ル
サ
ッ
シ
と
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
の
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
継
続
使
用

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
二
七
箇
所
中
西
「
階
段
」
室
と
「
小
使
室
」
西
側
の

サ
ッ
シ
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、
「
昭
和
の
改
修
工
事
」
で
失
わ
れ
て
い
る
。

１

ス

チ

ー

ル

サ

ッ

シ

「
建
築
要
覧
』
に
は
「
本
建
築
ノ
窓
建
具
ハ
総
テ
鋼
鉄
製
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
シ
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
正
金
本
店
に
は
創
建
当
初
よ
り
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
が
据
え
付

（

制

）

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
製
造
者
は
厨
房
里
葛
冒
号
葛
８
用
白
目
扇

（

蛇

）

：
：
：
国
ｇ
ご
国
名
①
陣
曾
冒
．
四
吋
目
邑
瞥
四
日
》
両
邑
哩
騨
邑
・
」
と
あ
る
よ
う
に
、
イ
ギ

リ
ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
田
両
ｚ
詞
因
由
○
宅
同
陣
の
○
ｚ
切
胃
胃
己
」
社
（
以
下
、
ヘ

ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
）
で
あ
っ
た
。
一
八
一
八
年
に
設
立
さ
れ
た
同
社
は
ス
チ
ー

ル
サ
ッ
シ
製
造
の
始
祖
と
も
言
う
べ
き
存
在
で
、
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
ス
チ
（

詔

）

－
ル
サ
ッ
シ
の
使
用
例
と
さ
れ
る
日
本
銀
行
本
店
の
サ
ッ
シ
も
同
社
製
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
当
館
地
階
に
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
サ
ッ
シ
が
一
六
箇
所
に

現
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
サ
ッ
シ
に
付
属
す
る
金
物
類
に
は
、
「
大
正
の
改

修
工
事
」
な
い
し
そ
れ
以
降
の
時
期
に
交
換
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
確

認
さ
れ
た
た
め
、
後
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
は
、
現
存
す
る
一
六
箇
所
の
窓
の
中
で
も
保
存
状
況
が
良
好
で
あ
っ
た
旧

南
「
食
堂
」
西
側
の
サ
ッ
シ
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
そ
の
仕
様
を
確
認
し
よ
う

（
図
喝
、
設
置
場
所
は
図
２
中
の
⑰
、
以
下
丸
番
号
は
す
べ
て
凶
２
と
対
応
）
・
両

開
き
窓
の
左
右
両
面
は
鋼
製
の
桟
に
よ
り
い
ず
れ
も
八
つ
に
区
画
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
網
入
り
ガ
ラ
ス
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
創
建
当
初
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ガ

ラ
ス
は
、
扇
ぎ
の
里
四
邑
邑
亘
里
①
哩
色
筋
①
⑫
：
。
…
国
弄
冒
唱
○
邑
國
『
○
号
①
扇
》
Ｐ
Ｃ
ロ
○
○
邑
》

国
邑
哩
四
目
．
」
と
あ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
里
嵐
邑
唱
○
国
犀
○
号
①
旦
社
（
以
下
、

（

糾

）

ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
）
の
製
品
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
に

よ
れ
ば
、
震
災
後
も
継
続
使
用
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
ス
チ
ー
ル
サ
ッ

シ
で
も
、
ガ
ラ
ス
は
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で
す
べ
て
が
改
め
て
ピ
ル
キ
ン
ト
ン

社
製
の
「
網
入
寶
硝
子
」
に
交
換
さ
れ
て
い
る
た
め
、
創
建
時
の
ガ
ラ
ス
は
現
存

（

妬

）

し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
図
略
の
サ
ッ
シ
で
は
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
で

入
れ
ら
れ
た
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
社
製
と
「
平
成
の
改
修
工
事
」
で
交
換
さ
れ
た
と
思
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澱
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わ
れ
る
二
種
類
の
ガ
ラ
ス
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
サ

ッ
シ
に
入
れ
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
も
、
目
視
の
限
り
で
は
大
正
・
平
成
の
二
種
類
に
限

定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
サ
ッ
シ
に
付
属
す
る
金
物
と
し
て
は
、
下
部
の
錠
の
機

能
を
併
せ
持
つ
ハ
ン
ド
ル
と
上
部
の
錠
を
レ
バ
ー
に
よ
り
結
合
し
た
「
ダ
ブ
ル
ハ

ン
ド
ル
」
な
い
し
「
ク
レ
モ
ン
ボ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
る
部
材
が
取
り
付
け
ら
れ
て

板
い
た
（
図
ｕ
）
・
図
皿
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、

銘↓
杉
サ
ッ
シ
の
左
右
凹
面
の
合
わ
せ
目
と
な
る
部
分
に

雌
は
垂
直
方
向
に
上
下
の
枠
を
繋
ぐ
桟
が
あ
り
、
合

チ
わ
せ
目
か
ら
風
雨
や
塵
煥
が
進
入
す
る
の
を
防
ぐ

ス

樫
役
割
を
果
た
し
て
い
た
（
後
掲
図
Ⅳ
参
照
）
・
前
述

づ
の
よ
う
に
、
ハ
ン
ド
ル
と
レ
バ
ー
の
止
部
に
は
こ

ホ

・
の
合
わ
せ
目
部
分
の
桟
の
突
起
部
に
固
定
で
き
る

刈
錠
が
あ
り
、
サ
ッ
シ
の
開
閉
は
そ
の
錠
の
開
放
・

へ
固
定
の
動
作
を
利
用
し
て
行
う
仕
組
み
で
あ
っ
た

５

四
（
図
皿
お
よ
び
後
掲
図
Ⅳ
）
。
ま
た
、
左
面
三
段
目

一

．

…

１

－

鞠

。

彊

串

壽

暫

~

蕊
叢

図14ヘンリ一・ホープ社製

スチールサッシ（部分拡大）
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ガ
ラ
ス
の
上
部
右
側
に
は
、
「
四
両
ｚ
両
国
函
○
も
国
陣
の
○
ｚ
の
Ｐ
目
己
１

国
男
冨
皀
畠
崖
冨
ｌ
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
銘
板
が
付
さ
れ
て
い
る
（
図
妬
）
。
こ

の
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
サ
ッ
シ
と
、
地
階
で
も
同
社
製
サ
ッ
シ
に
換
わ
り
八

箇
所
に
設
置
さ
れ
た
「
日
通
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
」
（
参
考
１
１
１
、
設
置
場
所
は

図
２
中
の
参
考
１
）
は
、
内
外
ど
ち
ら
の
面
か
ら
観
察
し
て
も
そ
の
形
状
の
相
違

に
よ
り
識
別
で
き
た
が
、
付
属
の
金
物
を
比
較
し
て
み
る
と
、
片
側
に
ハ
ン
ド
ル

が
付
い
た
だ
け
の
簡
素
な
デ
ザ
イ
ン
の
日
本
通
商
製
サ
ッ
シ
に
対
し
て
、
ヘ
ン
リ

ー
・
ホ
ー
プ
社
製
サ
ッ
シ
の
ハ
ン
ド
ル
と
レ
バ
ー
は
機
能
美
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
た
。
建
物
外
側
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
中
央
合
わ
せ
目
部
の
太

い
桟
の
有
無
が
両
サ
ッ
シ
を
見
極
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

次
に
、
個
別
の
サ
ッ
シ
の
検
討
に
移
る
。
前
述
の
通
り
、
当
館
地
階
に
は
ヘ
ン

リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
が
一
六
箇
所
に
現
存
し
て
お
り
、
そ
の

す
べ
て
が
内
開
き
・
両
開
き
サ
ッ
シ
で
、
正
面
玄
関
脇
「
階
段
」
室
（
⑳
）
と

「
電
話
自
働
交
換
室
」
（
⑳
）
を
除
く
一
四
箇
所
は
同
一
の
寸
法
で
あ
っ
た
（
図
３

参
照
）
・
⑳
・
⑳
は
外
観
が
曲
線
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
設
け
ら

れ
た
た
め
、
サ
ッ
シ
も
室
内
か
ら
見
て
外
部
方
向
に
若
干
膨
ら
み
を
持
っ
た
弓
な

り
の
形
状
で
あ
っ
た
（
後
掲
図
Ⅳ
参
照
）
・
同
一
寸
法
の
一
四
箇
所
の
サ
ッ
シ
の

う
ち
、
南
「
食
堂
」
東
側
（
⑲
）
・
東
「
階
段
」
室
（
⑳
）
・
北
「
階
段
」
室

（
⑳
）
の
み
サ
ッ
シ
の
三
段
目
が
左
右
両
面
と
も
回
転
し
て
開
放
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
た
。
⑳
と
⑳
は
い
ず
れ
も
階
段
室
の
た
め
、
廊
下
へ
の
換
気
を
目
的

と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
⑲
へ
の
設
置
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
南

「
食
堂
」
中
央
（
⑱
）
は
「
平
成
の
改
修
工
事
」
、
正
面
玄
関
脇
「
階
段
」
室
（
⑳
）

は
室
内
の
使
用
状
況
の
都
合
に
よ
り
室
内
よ
り
サ
ッ
シ
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

と
ボ
ル
ト
の
み
が
残
っ
て
い
た
。
完
形
の
七
箇
所
の
サ
ッ
シ
以
外
で
は
、
東
「
階

段
」
室
（
⑳
）
・
「
電
話
自
働
交
換
室
」
（
⑳
）
・
東
「
便
所
」
東
側
（
⑳
）
・

西
「
便
所
」
東
側
（
⑳
）
・
「
更
衣
室
」
（
⑳
）
の
五
箇
所
で
創
建
当
初
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
ド
ル
と
ボ
ル
ト
が
す
べ
て
撤
去
・
交
換
さ
れ
、
先
に
触
れ
た
よ
う

に
⑮
と
⑳
の
二
箇
所
は
創
建
時
の
金
物
と
後
補
の
金
物
が
混
在
し
て
お
り
、
⑱
と

⑳
の
二
箇
所
は
内
部
の
使
用
状
況
か
ら
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
に
は
、
同
工
事
で
「
日
通
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
」
を

納
入
し
た
日
本
通
商
に
よ
る
「
地
下
室
在
来
窓
サ
ッ
シ
ュ
附
属
金
物
」
の
見
積
書

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
見
積
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
二
箇
所
分
の
金
物

（

錨

）

の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
七
箇
所
の
サ
ッ
シ
の
ハ
ン
ド
ル
（
当
初
材

の
一
部
を
継
続
使
用
し
た
二
箇
所
を
含
む
）
に
は
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」
以
降

に
交
換
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
サ
ッ
シ
を
開

放
す
る
際
に
風
で
煽
ら
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
固
定
す
る
「
煽
り
止
め
」
と
呼
ば

板
が
で
き
な
か
っ
た
。
図
過
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ハ

銘シ
ン
ド
ル
と
ボ
ル
ト
が
完
全
な
形
で
残
る
の
は
、
一

ツ肘
六
箇
所
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
サ
ッ
シ
の
う

ノチ
ち
「
小
使
室
」
（
⑭
）
・
南
「
便
所
」
（
⑯
）
・
南

ス》
「
食
堂
」
西
側
（
⑰
）
・
同
東
側
（
⑲
）
・
東

づ
「
便
所
」
西
側
（
⑳
）
・
西
「
便
所
」
西
側

ホ
．
（
⑳
）
・
北
「
扇
風
機
」
室
（
⑳
）
の
七
箇
所
の

刈
み
で
、
南
「
扇
風
機
」
室
（
⑮
）
は
内
部
よ
り
見

へ
て
左
面
の
サ
ッ
シ
の
ハ
ン
ド
ル
の
み
、
北
「
階
段
」

６国
室
（
⑮
）
で
は
内
部
よ
り
見
て
右
面
の
ハ
ン
ド
ル
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れ
る
部
材
が
、
内
開
き
で
あ
る
た
め
サ
ッ
シ
の
外
側
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
⑮
。

⑯
．
⑰
．
⑱
．
⑲
．
⑳
．
⑳
．
⑳
．
⑳
の
九
箇
所
に
現
存
す
る
。
こ
れ
も
「
震
災

復
旧
工
事
資
料
」
に
は
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
の
創
建
当
初
の
煽
り
止
め
と

（

”

）

同
形
の
日
本
通
商
製
へ
の
交
換
記
録
（
二
箇
所
分
）
が
あ
る
が
、
そ
の
特
定
は
果

た
せ
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
の
銘
板
は
⑭
。
⑰
。
⑲
。

⑳
．
⑳
。
⑳
の
六
箇
所
で
確
認
さ
れ
た
。
躯
を
除
く
五
箇
所
の
銘
板
は
残
念
な
が

ら
「
平
成
の
改
修
工
事
」
の
際
に
塗
料
で
上
塗
り
さ
れ
た
た
め
、
良
好
な
状
態
で

残
存
す
る
の
は
⑳
の
み
で
あ
る
（
図
陥
）
・
銘
板
の
設
置
位
置
は
、
図
過
・
皿
に

あ
る
よ
う
に
左
面
三
段
目
ガ
ラ
ス
の
上
部
右
側
を
基
本
と
し
（
⑭
。
⑰
。
⑫
。

⑳
）
、
回
転
機
能
付
き
の
サ
ッ
シ
で
は
左
面
二
段
目
ガ
ラ
ス
の
上
部
右
側
（
⑲
．

⑳
）
に
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
⑮
．
⑳
．
⑳
の
三
箇
所
で
は
銘
板
は

失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
銘
板
の
設
置
痕
の
ネ
ジ
穴
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
サ
ッ
シ
付
属
の
金
物
お
よ
び
銘
板
が
す
べ
て
現
存
す
る
の

は
、
⑰
．
⑲
の
二
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
。

２

ス

チ

ー

ル

シ

ャ

ッ

タ

ー

ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
同
様
、
『
建
築
要
覧
』
に
「
外
部
二
場
卸
ノ
防
火
戸
ヲ
設

ヶ
構
外
失
火
ノ
防
備
二
供
セ
リ
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
金
本
店
に
は
（

錦

）

創
建
当
初
か
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
（
防
火
戸
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
製
造
者
も
弓
の
ぐ
Ｃ
言
眉
胃
○
弓
の
冒
詳
①
厨
曲
目
⑳
①
軍
８
臣
信
望
用
房
冒
胃
尉

（

羽

）

…
…
Ｑ
①
島
団
巨
邑
邑
①
詳
陣
９
．
・
旨
且
○
邑
向
眉
冨
且
．
」
の
記
載
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
・

ロ
ン
ド
ン
の
弓
匡
勇
【
国
ご
ｚ
ｚ
国
弓
陣
○
○
Ｆ
且
社
（
以
下
、
ク
ラ
ー
ク
・
バ

ネ
ッ
ト
社
）
と
判
明
す
る
。
同
社
に
つ
い
て
設
立
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
一
八
七

二
年
に
世
界
で
最
初
に
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
た
会
社
と
さ
れ
、
日
本

で
初
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
日
本
銀
行
本
店
に
装
備
さ
れ
た
の
も
同
社

（

㈹

）

の
製
品
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
現
存
す
る
一
七
箇
所
の
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
仕

様
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
開
口
部
の
寸
法
か
ら
判
断
す
る
と
、

現
存
す
る
す
べ
て
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
同
一
の
寸
法
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
上
端
が
外
方
向
、
下
端
が

内
方
向
に
曲
げ
ら
れ
た
ス
ラ
ッ
ト
（
水
平
に
重
ね
ら
れ
た
鉄
板
部
分
を
指
す
）
を

内
面
で
蝶
番
と
鋲
に
よ
り
綴
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
ス
ラ
ッ
ト
を
蝶
番
で
綴

（

細

）

り
合
わ
せ
る
構
造
は
「
英
国
型
」
に
分
類
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
本

構
造
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
下
し
た
内
面
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
見
ら

モーーー
&

。一…■

…鐸

陸

；
ｵ

~ ~~
図17 クラーク・バネット社製スチールシャッター（内面）

－87－



~ ~

r一~一一一一毒声~一一〒 , ""-- - ~ =:-" &
ﾐ

ーー 塁 一 、 』

鐸 蘭 一

一

板
れ
た
蝶
番
の
形
状
は
同
社
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ

銘
一
た
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
（
図
Ⅳ
、
設
置
場
所
は
図

タ

（

塊

）

や
２
中
の
⑳
）
・
外
面
か
ら
は
ス
ラ
ッ
ト
と
蝶
番
を
接

、
ンル
続
す
る
鋲
は
確
認
で
き
ず
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
下
端
に
は

石
取
っ
手
と
冒
房
シ
困
肉
印
ご
ｚ
ｚ
向
、
『
月
俸
Ｏ
Ｃ
Ｐ
己

製
社
Ｐ
ｏ
ｚ
ｐ
Ｏ
ｚ
」
の
文
字
が
入
っ
た
銘
板
が
取
り
付
け

ト

言
和
ら
れ
て
い
た
（
図
埠
設
置
場
所
は
図
２
中
の
⑳
）
・

く

〃
こ
の
銘
板
は
、
一
七
箇
所
中
⑭
。
⑮
。
⑯
。
⑰
・

ク

｜
未
⑱
．
⑳
．
⑫
。
⑳
。
⑳
。
⑳
の
一
○
箇
所
に
現
存
す

ク

る
。
加
え
て
、
旧
「
電
話
自
働
交
換
室
」
で
は
、
い

９

図
ず
れ
か
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
か
ら
撤
去
の
上
保
存
さ
れ
て 図18 クラーク・バネット社製スチールシャッター（外面）

ド
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
挿
入
し
た
ハ
ン
ド
ル
に
よ
り
捲
き
上
げ
・
降
下
を
行
う
よ
う
に

（

郷

）

な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
館
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
は
上
部
の
捲
き
上
げ

部
分
と
、
捲
き
上
げ
・
降
下
を
行
う
際
に
使
用
す
る
ハ
ン
ド
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
間
に

設
け
ら
れ
た
点
検
口
か
ら
見
た
限
り
鎖
車
な
い
し
ワ
イ
ヤ
ー
は
な
く
、
捲
き
上
げ

部
分
と
ハ
ン
ド
ル
動
作
部
分
を
接
続
す
る
縦
シ
ャ
フ
ト
の
み
が
確
認
さ
れ
る
（
図

別
、
設
置
場
所
は
図
２
中
の
⑳
、
ハ
ン
ド
ル
ボ
ッ
ク
ス
と
点
検
川
の
位
置
は
前
掲

図
過
を
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
当
館
に
残
存
す
る
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、
シ
ャ
フ
ト
と
数
段
の
歯
車
の
み
で
駆
動
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
創
建
時
に
設
置

さ
れ
た
一
七
箇
所
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、
「
平
成
の
改
修
工
事
」
で
も
開
閉
の
調
整

な
ど
を
行
っ
た
が
、
以
後
一
○
年
以
上
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
後
の
塵
煥
な
ど
の
付
着
に
よ
り
開
閉
不
能
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
今
後

は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
、
建
物
創
建
時
か
ら
残
る
貴
重
な
遺
構
を

（

“

）

永
続
的
に
「
動
態
保
存
」
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
構
造
・
形
状
と
、
「
大
正

図2o クラーク・バネット社製

スチールシャッター点検口

い
る
銘
板
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

た
（
図
岨
、
設
置
場
所
は
図
２
中

の
⑳
室
内
）
。
ま
た
、
当
時
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
捲
き
上
げ
装
置
は
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
捲
き
上
げ
る
捲
軸

と
な
る
シ
ャ
フ
ト
に
直
結
し
た
数

段
の
歯
車
か
ら
鎖
車
に
連
結
し
そ

こ
に
鎖
を
か
け
て
、
下
部
の
ハ
ン

－88－
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こ
こ
ま
で
の
記
述
か
ら
、
当
館
地
階
に
は
創
建
時
に
設
置
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・

ホ
ー
プ
社
製
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
が
一
六
箇
所
、
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
の

ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
一
七
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
残
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

正
金
本
店
に
先
立
っ
て
建
築
さ
れ
た
日
本
銀
行
本
店
本
館
に
も
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ

ー
プ
社
製
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
の
ス
チ
ー
ル
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
装
備
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
震
災
復
旧
工
事
で
す
べ
て
交
換
さ
れ

（

妬

）

た
と
い
う
。
当
館
よ
り
建
築
年
代
の
古
い
煉
瓦
造
建
造
物
に
お
け
る
、
両
社
の
製

の
改
修
工
事
」
で
地
階
の
八
箇
所
と
一
階
か
ら
三
階
の
す
べ
て
の
窓
に
、
同
社
製

品
に
替
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
特
許
大
野
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
」
（
特
許
大
野
式
防
火

捲
上
戸
）
と
を
比
較
す
る
と
、
大
野
式
も
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
と
同
様
ス

ラ
ッ
ト
を
綴
り
合
わ
せ
る
「
英
国
型
」
で
あ
る
が
、
蝶
番
を
使
用
せ
ず
Ｕ
字
型
鋲

で
綴
り
合
わ
せ
た
こ
と
を
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｕ
の
字
型

の
鋲
を
ス
ラ
ッ
ト
の
内
面
を
底
部
に
し
て
外
面
方
向
に
ス
ラ
ッ
ト
を
貫
通
さ
せ
て

接
続
し
て
い
る
た
め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
内
面
で
は
短
い
線
状
に
、
外
面
で
は
上
下

に
二
点
が
並
ぶ
か
た
ち
で
そ
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
参
考
１
１
２

お
よ
び
参
考
２
、
設
置
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
図
２
中
の
参
考
１
お
よ
び
参
考
２
）
。

こ
の
Ｕ
字
型
鋲
の
打
設
痕
の
有
無
と
取
っ
手
・
銘
板
（
塗
装
に
よ
り
文
字
は
判
読

不
能
）
の
形
状
に
相
違
が
見
ら
れ
る
た
め
、
両
シ
ャ
ヅ
タ
ー
は
外
面
か
ら
も
容
易

に
判
別
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
大
野
式
は
駆
動
装
置
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
が
使

用
さ
れ
る
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
自
重
で
閉
鎖
す
る
自
動
降
下
装
置
と
火
災
時
に
金

属
が
溶
融
す
る
こ
と
に
よ
り
自
動
閉
鎖
す
る
装
置
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
画
期
的

で
あ
っ
た
。
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ル
サ
ッ
シ
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
、
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
ク
ラ
ー
ク
・
バ

ネ
ヅ
ト
社
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
建
具
類
は
旧
横
浜
正
金
銀
行

本
店
本
館
建
築
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
実
物
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
特

に
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て
は
国
内
に
現
存
す
る
両

メ
ー
カ
ー
の
製
品
の
う
ち
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
本
近
代
建
築
史
上
に
お

店
・
山
田
金
庫
店
の
三
社
の
製
品
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ス
チ
ー

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
館
に
現
存
す
る
建
具
類
の
う
ち
金
庫
扉
二
箇

所
と
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
’
六
箇
所
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
一
七
箇
所
の
合
計
四

四
箇
所
が
、
創
建
当
初
か
ら
残
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
造
者
に
つ
い
て
は
、
金
庫
扉
は
チ
ャ
ブ
社
・
竹
内
金
庫

品
の
残
存
例
を
修
理
工
事
報
告
書
な
ど
に
よ
り
調
査
し
た
が
管
見
の
限
り
見
当
た

ら
ず
、
当
館
に
現
存
す
る
両
社
の
サ
ッ
シ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
国
内
最
古
の
両
社
製

品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
当
館
地
階
の
す
べ
て
の
窓
に
は
サ
ッ
シ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
外
側
に
鉄
格

子
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
作
成
に
関
わ
る
調
査
で
、
こ
の
鉄
格
子
を
間
近
で

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
鉄
格
子
を
固
定
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
木
煉
瓦
の
設
置
状

況
を
は
じ
め
、
後
補
の
可
能
性
を
示
す
い
く
つ
か
の
物
証
が
得
ら
れ
た
。
「
震
災

復
旧
工
事
資
料
」
に
地
階
窓
鉄
格
子
の
交
換
・
新
設
の
記
載
は
な
い
が
、
創
建
当

初
の
写
真
に
写
る
鉄
格
子
と
見
比
べ
て
も
、
現
在
の
鉄
格
子
は
そ
の
形
状
が
明
ら

か
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
大
正
の
改
修
工
事
」
以
降
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
詳
細
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

い
て
も
重
要
な
価
値
を
持
つ
設
備
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
当
館
は
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
の
三
度
の
改
修
工
事
を
く
ぐ
り
抜
け
て
残
存
す
る
こ
れ
ら
の
貴
重
な

建
具
類
を
、
必
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
つ
つ
、
今
後
も
永
続
的
に
保
存
し
て

い
く
重
要
な
義
務
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
活
用
に
際
し
て
、
創
建
時
の
建
具
類
の
保
存
に
困
難
が

（

妬

）

伴
う
こ
と
は
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
を
事
例
と
し
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
当

館
に
お
け
る
建
具
類
の
残
存
状
況
も
こ
れ
と
同
様
の
結
論
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
旧
正
金
本
店
の
場
合
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
災
が
創
建
時
の
建
具

類
が
失
わ
れ
た
最
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
が
、
昭
和
・
平
成
の
改
修
工
事
で
失
わ

れ
た
建
築
設
備
も
少
な
く
な
い
。
今
後
四
度
目
の
改
修
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
現
存
す
る
こ
う
し
た
当
初
材
の
保
存
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

貴
重
な
こ
れ
ら
の
建
具
類
を
来
館
者
に
広
く
公
開
で
き
る
よ
う
な
計
画
を
検
討
す

（

鞭

）

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
創
建
時
の
建
具
類
の
残
存
状
況
に
の
み
着
目
し
て
お
り
、
地
階
に
残

る
創
建
時
の
内
装
や
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
の
詳
細
な
分
析
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し

付
記
日
本
銀
行
文
書
局
技
師
中
村
茂
樹
氏
に
は
、
日
銀
本
店
建
築
に
関
す
る
多

く
の
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
に
掲
載
し
た
建
具
類
の
図
版
の

撮
影
で
は
当
館
井
上
久
美
子
氏
、
図
２
の
作
成
で
は
当
館
野
島
愛
子
氏
の
お
手
を

煩
わ
せ
た
。
三
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

て
お
き
た
い
。
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主二
一
口（
１
）
以
下
、
本
稿
で
は
必
要
な
場
合
を
除
き
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
当
館
」
、
建
物

の
名
称
で
あ
る
（
旧
）
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
は
「
（
旧
）
正
金
本
店
」
、
銀
行
の
名
称

で
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
は
「
正
金
銀
行
」
「
正
金
」
と
そ
れ
ぞ
れ
略
記
す
る
。

（
２
）
た
だ
し
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
頭
取
席
と
頭
取
を
含
む
幹
部
の
執
務
場
所
は
東
京

支
店
へ
移
転
し
て
お
り
、
以
後
同
支
店
が
正
金
の
事
実
上
の
本
店
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

横
浜
の
本
店
は
そ
の
機
能
を
縮
小
さ
せ
た
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
（
東
京
銀
行
編

「
横
浜
正
金
銀
行
全
史
」
第
二
巻
、
東
京
銀
行
、
一
九
八
一
年
、
二
五
○
頁
）
。

（
３
）
以
上
、
旧
正
金
本
店
の
創
建
か
ら
現
在
ま
で
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
は
、
創
建
時
に
発
行
さ

れ
た
横
浜
正
金
銀
行
編
「
横
浜
正
金
銀
行
建
築
要
覧
」
（
横
浜
正
金
銀
行
、
一
九
○
四
年
、

以
下
「
建
築
要
覧
」
）
、
吉
田
鋼
市
「
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
建
築
の
建
築
史
的
位
置
」
・

拙
槁
「
第
１
章
横
浜
正
金
銀
行
本
店
建
築
の
Ⅷ
年
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編

「
特
別
展
重
要
文
化
財
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
創
建
川
周
年
記
念
横
浜
正
金
銀

行
ｌ
世
界
三
大
為
替
銀
行
へ
の
道
ｌ
』
、
７
～
廻
頁
〔
吉
田
〕
・
岨
～
“
頁
〔
拙
槁
〕
、

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
四
年
、
以
下
『
正
金
展
図
録
」
）
、
神
奈
川
県
教
育
庁

生
涯
学
習
部
博
物
館
開
設
準
備
室
編
集
協
力
「
重
要
文
化
財
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本

館
復
元
の
記
録
』
（
国
設
計
・
竹
中
工
務
店
・
乃
村
工
藝
社
、
一
九
九
五
年
、
以
下

『
復
元
の
記
録
」
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
旧
正
金
本
店
は
重
要
文
化
財
（
一
九
六
九
年
三

月
）
・
史
跡
（
一
九
九
五
年
六
月
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
重
要
文
化
財
の
指
定

範
囲
は
「
正
面
玄
関
広
間
以
外
の
内
装
を
除
く
」
と
な
っ
て
い
る
。
重
文
指
定
以
前
に
二

度
の
大
規
模
な
改
修
工
事
を
経
て
い
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
正
金
本
店
建
築
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
長
谷
川
堯
「
日
本
の
近
代
建
築
［
明
治
大
正

昭
和
］
４
議
事
堂
へ
の
系
譜
」
（
三
省
堂
、
一
九
八
一
年
）
、
ま
た
設
計
者
の
妻
木
頼

黄
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
博
物
館
明
治
村
編
「
妻
木
頼
黄
と
臨
時
建
築
局
ｌ
国
会

議
事
堂
へ
の
系
譜
ｌ
」
明
治
建
築
を
つ
く
っ
た
人
々
そ
の
四
（
名
古
屋
鉄
道
、
一
九
九

○
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
槁
で
扱
う
正
金
本
店
の
建
具
類
へ
言
及
が
あ

る
の
は
、
前
掲
註
（
３
）
に
挙
げ
た
諸
文
献
に
限
定
さ
れ
よ
う
。

（
５
）
前
掲
『
復
元
の
記
録
」
。
た
だ
し
、
同
書
で
の
サ
ッ
シ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
関
す
る
記
述
は

概
括
的
で
改
修
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
金
庫
扉
に
は
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
震
災
復
旧
資
料
の

翻
刻
に
も
省
略
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
難
点
で
あ
る
。

（
６
）
「
横
浜
正
金
銀
行
本
店
等
震
災
復
旧
工
事
関
係
資
料
」
（
以
下
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
）

と
は
、
当
館
が
東
京
銀
行
よ
り
引
き
継
い
だ
正
金
本
店
の
改
修
工
事
と
接
客
所
（
現
横
浜

市
西
区
宮
崎
町
に
所
在
）
の
新
築
工
事
関
係
の
資
料
群
で
あ
る
。
正
金
本
店
の
震
災
復
旧

工
事
と
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
全
般
に
わ
た
る
研
究
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な

お
、
本
資
料
群
は
当
館
寺
嵜
弘
康
氏
に
よ
り
仮
整
理
が
な
さ
れ
て
お
り
、
寺
嵜
弘
康
「
横

浜
正
金
銀
行
調
査
部
図
書
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
紹
介
そ
の
こ
（
「
神

奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
』
第
三
三
号
、
二
○
○
七
年
三
月
、
四
四

～
五
四
頁
）
で
は
、
そ
の
概
要
に
言
及
し
て
い
る
。

（
７
）
旧
金
庫
室
内
の
白
釉
耐
火
煉
瓦
を
使
用
し
た
壁
面
と
防
火
床
に
つ
い
て
は
、
拙
槁
「
博
物

館
を
探
検
し
よ
う
」
（
そ
の
皿
）
（
そ
の
岨
）
（
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
だ
よ
り
』
通
巻

一
六
六
・
一
六
七
号
、
二
○
○
四
年
七
月
・
一
○
月
、
両
号
と
も
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

ま
た
、
正
金
本
店
の
金
庫
室
に
見
ら
れ
る
白
釉
耐
火
煉
瓦
を
使
用
し
た
内
装
と
防
火
床
は
、

こ
れ
に
先
立
っ
て
建
設
さ
れ
た
日
本
銀
行
本
店
本
館
（
一
八
九
六
年
、
辰
野
金
吾
設
計
、

重
要
文
化
財
）
の
仕
様
と
共
通
す
る
。
他
に
も
、
日
本
銀
行
文
書
局
中
村
茂
樹
技
師
よ
り
、

日
銀
本
店
の
創
建
時
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、
サ
ッ
シ
が
ヘ
ン

リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
と
、
い
ず
れ
も
正
金
本
店

と
同
一
メ
ー
カ
ー
の
製
品
で
あ
る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
同
じ
く
創
建
時
に
装
備

さ
れ
た
金
庫
扉
は
、
両
建
物
と
も
外
国
メ
ー
カ
ー
一
社
・
国
内
メ
ー
カ
ー
ニ
社
の
計
三
社

の
製
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
国
内
メ
ー
カ
ー
の
製
品
は
竹
内
金
庫
店
・
山

田
金
庫
店
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
建
物
の
設
備
・
仕
様
面
に
お
け
る
共
通
性
に

つ
い
て
は
、
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
８
）
前
掲
『
建
築
要
覧
」
七
～
八
頁
（
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
四
八
頁
に
も
所
収
）
。

（
９
）
曰
ご
弔
巨
、
シ
弓
両
○
甸
伊
両
目
弓
両
詞
」
（
写
、
セ
ー
ル
・
フ
レ
ー
ザ
ー
商
会
田
睦
円
閃
陣

国
慶
曙
見
目
胃
ロ
〕
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
金
庫
扉
等
一
式
二
箇
所
新
設
代
一
万
一
○
○
四
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円
見
積
書
）
（
「
決
定
見
積
言
其
の
三
所
収
、
承
認
第
五
三
号
、
一
九
二
四
年
一
○
月

九
日
、
震
災
復
旧
工
事
資
料
、
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
○
七
～
一
○
九
頁
に
も
所
収
）
。

な
お
、
左
記
資
料
に
捺
さ
れ
た
チ
ャ
ブ
社
の
ス
タ
ン
プ
は
、
「
の
出
口
国
國
陣
の
Ｏ
ｚ
の
Ｆ
Ｏ
ｎ
宍

陣
の
陰
崗
ｎ
ｏ
三
宅
匿
匡
冨
弓
団
ご
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
は
、
ジ
ェ
レ
ミ
ァ
ー
チ
ャ
ブ
が

創
業
し
た
レ
バ
ー
タ
ン
ブ
ラ
ー
方
式
の
錠
を
全
世
界
に
普
及
さ
せ
た
メ
ー
カ
ー
と
さ
れ
る

（
日
本
ロ
ッ
ク
研
究
会
編
『
鍵
と
錠
」
、
井
上
書
店
、
一
九
六
三
年
、
一
六
頁
）
・

（
、
）
エ
ー
ル
社
の
英
文
表
記
は
、
前
掲
「
建
築
要
覧
」
英
文
編
九
頁
（
前
掲
『
復
元
の
記
録
」

一
○
一
頁
に
も
所
収
）
に
よ
る
。
以
下
、
本
節
で
紹
介
す
る
金
庫
扉
に
取
り
付
け
ら
れ
た

文
字
合
わ
せ
錠
は
、
す
べ
て
同
社
製
で
あ
る
。

（
皿
）
前
掲
註
（
９
）
お
よ
び
「
四
三
（
写
、
セ
ー
ル
・
フ
レ
ー
ザ
ー
商
会
発
横
浜
正
金
銀
行
宛

金
庫
扉
等
一
式
二
箇
所
新
設
代
九
六
○
○
円
請
求
書
）
（
「
請
求
書
綴
其
の
二
」
所
収
、

年
月
日
不
詳
〔
一
九
二
五
年
五
月
ヵ
〕
、
震
災
復
旧
工
事
資
料
）
。

（
蛇
）
「
見
積
書
」
（
写
、
国
未
良
吉
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
本
金
庫
入
口
扉
一
箇
所
修
繕
塗
替
代

九
○
○
円
）
（
『
決
定
見
積
書
其
の
二
」
所
収
、
承
認
第
三
五
一
号
、
一
九
二
五
年
一
○

月
二
六
日
、
震
災
復
旧
工
事
資
料
、
前
掲
『
復
元
の
記
録
」
一
六
六
頁
に
も
所
収
）
・
震

災
復
旧
工
事
資
料
に
よ
れ
ば
、
金
庫
室
と
保
護
預
品
庫
に
設
置
さ
れ
た
合
計
一
川
箇
所
の

鉄
扉
の
う
ち
、
八
箇
所
の
鉄
扉
が
何
ら
か
の
修
繕
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
修
繕
は

す
べ
て
田
末
良
吉
が
経
営
す
る
国
末
金
庫
店
が
施
工
し
て
い
る
。

（
喝
）
「
見
積
書
」
（
写
、
国
末
金
庫
店
国
末
良
吉
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
本
金
庫
マ
ン
ホ
ー
ル
一

箇
所
修
繕
代
一
二
五
円
）
（
前
掲
「
決
定
見
積
書
其
の
二
」
所
収
、
承
認
第
三
二
七
号
、

一
九
二
五
年
九
月
一
四
Ⅱ
、
前
掲
『
復
元
の
記
録
」
一
六
三
頁
に
も
所
収
）
・

（
皿
）
前
掲
日
銀
文
言
局
中
村
技
師
よ
り
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
咽
）
「
昭
和
の
改
修
工
事
」
で
撤
去
さ
れ
る
ま
で
、
金
庫
室
の
二
箇
所
の
出
人
口
に
同
じ
形
状

の
金
庫
扉
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
状
況
を
知
る
当
館
前
学
芸
部
長
川
口
徳
治

朗
氏
と
当
館
職
員
平
本
紀
美
男
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
焔
）
山
田
金
庫
店
の
来
歴
は
、
同
店
の
製
品
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
山
田
金
庫
店
編
「
山
田
金
庫
特

別
製
造
定
価
表
」
（
山
田
金
庫
店
、
一
九
○
九
年
、
当
館
所
蔵
〔
二
○
○
八
年
度
新
収
資

料
〕
）
に
よ
る
。
同
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
日
本
銀
行
本
店
金
庫
室
の
鉄
一
扉
を
納
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
総
裁
川
州
小
一
郎
か
ら
授
け
ら
れ
た
賞
状
も
翻
刻
の
上
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅳ
）
「
見
積
書
」
（
写
、
田
末
良
吉
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
本
金
庫
表
入
口
扉
一
箇
所
修
繕
塗
替

代
二
二
○
円
）
（
前
掲
「
決
定
見
積
書
其
の
二
」
所
収
、
承
認
第
三
五
二
号
、
一
九
二

五
年
一
○
月
二
六
日
、
前
掲
「
復
一
兀
の
記
録
」
一
六
六
頁
に
も
所
収
）
・

（
鳩
）
前
掲
「
山
田
金
庫
特
別
製
造
定
価
表
」
表
紙
。

（
的
）
こ
こ
で
の
保
護
預
品
庫
と
は
、
「
建
築
要
覧
』
所
載
の
平
面
図
上
に
「
保
護
預
品
庫
」
「
預

品
庫
」
「
預
ヶ
品
出
納
取
扱
室
」
と
表
記
さ
れ
た
区
画
を
総
称
す
る
際
に
本
稿
で
使
用
す

る
呼
称
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
「
保
護
預
品
庫
」
「
預
品
庫
」
「
預
ヶ
品
出
納
取
扱
室
」
の

各
室
に
個
別
に
言
及
す
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
鍵
括
弧
付
で
使
用
し
、
こ
の
三

室
に
出
入
り
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
三
箇
所
の
金
庫
扉
な
ど
、
全
体
の
区
画
に
言
及
す

る
場
合
に
は
鍵
括
弧
を
付
さ
ず
単
に
保
護
預
品
庫
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
鋤
）
以
上
、
保
護
預
品
庫
の
設
備
等
に
関
す
る
記
述
は
、
前
掲
「
建
築
要
覧
』
八
～
九
頁
（
前

掲
『
復
元
の
記
録
」
叫
八
～
四
九
頁
に
も
所
収
）
に
よ
る
。

（
皿
）
以
下
、
竹
内
金
庫
店
に
つ
い
て
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
竹
内
金
庫
店
企
画
開
発
室
編

『
金
庫
づ
く
り
加
年
竹
内
金
庫
の
あ
ゆ
み
」
（
竹
内
金
庫
店
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

（
理
）
竹
内
金
庫
店
編
言
畠
冒
唱
の
」
（
竹
内
金
庫
店
製
品
カ
タ
ロ
グ
、
竹
内
金
庫
店
、
一
九
一

九
年
、
当
館
所
蔵
〔
二
○
○
八
年
度
新
収
資
料
〕
）
。
同
店
が
相
馬
か
ら
受
け
た
感
謝
状
は
、

同
耆
中
の
「
竹
内
製
造
金
庫
ノ
堅
牢
確
実
ナ
ル
ー
斑
ヲ
証
セ
ン
ヵ
為
メ
左
二
証
明
言
及
謝

状
ヲ
摘
載
シ
テ
差
二
諸
君
ノ
測
覧
二
供
ス
」
と
の
記
事
中
で
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

容

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。

拝
啓
時
下
向
寒
ノ
候
貴
家
益
々
御
清
栄
奉
賀
候
、
陳
（
当
銀
行
新
築
二
付
テ
ハ
金

庫
其
他
鉄
扉
製
作
ヲ
貴
下
へ
依
頼
致
シ
候
虚
、
何
レ
モ
堅
牢
且
シ
完
全
二
製
作
セ
ラ

レ
候
段
、
当
銀
行
ノ
満
足
ス
ル
虚
二
有
之
候
、
今
般
本
館
新
築
落
成
二
付
、
右
御
挨

拶

申

上

度

如

斯

二

御

座

候

敬

具

明

治

三

十

七

年

十

一

月
横

浜

正

金

銀

行

頭

取

相

馬

永

胤
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竹

内

善

次

郎

殿

追

テ

当

銀

行

建

築

要

覧

一

部

添

テ

進

呈

仕

候

な
お
、
こ
の
感
謝
状
の
記
載
内
容
は
、
同
じ
く
正
金
本
店
新
築
工
事
で
石
材
の
彫
刻
・

据
付
工
事
を
担
当
し
た
中
野
喜
三
郎
宛
に
作
成
さ
れ
た
感
謝
状
（
当
館
所
蔵
）
と
、
工
事

担
当
箇
所
の
部
分
を
除
き
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
工
事
関
係
者
へ
の
感
謝

状
に
は
一
定
の
様
式
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
中
野
宛

感
謝
状
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
正
金
展
図
録
」
二
七
お
よ
び
二
○
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
認
）
「
見
積
害
」
（
写
、
国
末
金
庫
店
国
末
良
吉
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
保
護
金
庫
人
口
扉
二
箇

所
修
繕
代
八
七
○
円
）
お
よ
び
「
見
積
書
」
（
写
、
国
末
金
庫
店
国
末
良
吉
発
横
浜
正
金

銀
行
宛
、
保
護
金
庫
入
口
扉
一
箇
所
塗
替
代
一
三
○
円
）
（
前
掲
「
決
定
見
積
書
其
の

二
」
所
収
、
承
認
第
二
二
八
・
二
三
○
号
、
一
九
二
五
年
五
月
二
○
日
、
前
掲
「
復
元
の

記
録
」
一
四
九
頁
に
も
所
収
）
・

（
型
）
旧
金
庫
室
と
同
様
、
旧
保
護
預
品
庫
も
現
在
収
蔵
庫
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
内
部
の
収

蔵
状
況
な
ど
の
理
由
か
ら
こ
の
鉄
扉
の
写
真
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
妬
）
「
見
積
言
」
（
写
、
国
末
良
吉
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
地
下
室
片
開
大
扉
一
箇
所
塗
上
代
一

五
○
円
）
（
前
掲
『
決
定
見
積
書
其
の
二
」
所
収
、
承
認
第
二
八
六
号
、
一
九
二
五
年

七
月
二
日
、
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
五
六
頁
に
も
所
収
）
。
こ
の
見
積
書
に
は
単
に

「
地
下
室
片
開
大
扉
」
と
あ
る
だ
け
で
、
前
掲
註
（
認
）
の
よ
う
に
「
保
護
金
庫
」
と
の

記
載
は
な
い
が
、
①
「
表
裏
及
扉
廻
り
漆
塗
壁
板
及
格
子
ペ
ン
キ
塗
」
と
い
う
施
工
内
容

が
他
の
金
庫
扉
の
「
塗
替
」
と
同
様
の
施
工
内
容
で
あ
る
こ
と
、
②
国
末
良
吉
が
正
金
本

店
の
震
災
復
旧
工
事
で
請
け
負
っ
た
の
は
、
本
見
積
書
以
外
は
す
べ
て
金
庫
扉
の
「
修
繕
」

「
塗
替
」
で
あ
る
こ
と
、
③
創
建
時
の
図
面
か
ら
、
地
階
に
「
片
開
大
扉
」
に
相
当
す
る

扉
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
見
積
書
は
「
保
護
預
品
庫
」
出
人
口
の
鉄
扉
で
あ

る

と

判

断

し

た

。

（
恥
）
「
見
積
言
」
（
写
、
国
未
金
庫
店
国
末
良
吉
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
保
護
金
庫
マ
ン
ホ
ー
ル

一
箇
所
修
繕
代
一
二
五
円
）
（
前
掲
『
決
定
見
積
書
其
の
二
」
所
収
、
承
認
第
二
二
九

号
、
一
九
二
五
年
五
月
二
○
日
、
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
四
九
頁
に
も
所
収
）
。

（
”
）
『
建
築
雑
誌
』
第
二
二
号
（
一
八
九
六
年
四
月
）
一
○
六
頁
お
よ
び
前
掲
日
銀
文
書
局

中
村
技
師
よ
り
の
ご
教
一
小
に
よ
る
。
た
だ
し
、
Ｕ
銀
本
店
で
は
ホ
ッ
ブ
ス
・
ハ
ー
ト
社
製

の
金
庫
扉
の
内
側
の
ド
ー
ム
直
下
に
あ
た
り
「
八
角
室
」
と
称
さ
れ
て
い
る
区
画
の
出
入

口
に
山
田
金
庫
店
製
の
金
庫
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

（
鵠
）
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
九
・
二
五
頁
。

（
調
）
日
通
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
は
「
見
積
書
」
（
写
、
日
本
通
商
株
式
会
社
発
横
浜
正
金
銀
行

宛
、
日
通
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
一
万
三
一
六
四
円
二
銭
）
（
前
掲
『
決
定
見
積
書
其
の

一
」
所
収
、
承
認
第
七
三
号
、
一
九
二
川
年
二
月
二
一
Ｈ
、
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一

一
四
～
二
五
頁
に
も
所
収
）
、
特
許
大
野
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
「
見
積
書
」
（
写
、
大
野
正

営
業
所
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
特
許
大
野
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
一
万
七
七
六
八
円
）
（
前
掲

「
決
定
見
積
書
其
の
こ
所
収
、
承
認
第
七
七
号
、
一
九
二
四
年
一
○
月
二
四
日
、
前

掲
『
復
一
兀
の
記
録
」
二
五
～
二
七
頁
に
も
所
収
）
に
よ
る
。

（
鋤
）
前
掲
註
（
調
）
お
よ
び
前
掲
『
復
元
の
記
録
」
一
九
・
二
五
頁
。

（
別
）
前
掲
『
建
築
要
覧
」
一
○
頁
（
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
四
九
頁
に
も
所
収
）
お
よ
び
前
掲

『
復
元
の
記
録
」
一
九
・
二
五
頁
。

（
蛇
）
前
掲
『
建
築
要
覧
」
英
文
編
九
頁
（
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
○
一
頁
に
も
所
収
）
お
よ

び
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
九
・
二
五
頁
。

（
詔
）
山
本
貞
吉
『
建
築
金
物
」
（
城
南
書
院
、
一
九
三
七
年
）
六
三
頁
、
真
鍋
恒
博
『
図
説

近
代
か
ら
現
代
の
金
属
製
建
築
部
品
の
変
遷
」
第
一
巻
開
口
部
関
連
部
品
（
建
築
技
術
、

一
九
九
六
年
、
以
下
「
金
属
製
建
築
部
品
の
変
遷
」
と
略
記
）
一
七
頁
、
お
よ
び
前
掲
Ⅱ

銀
文
書
局
中
村
技
師
よ
り
の
ご
教
示
な
ど
に
よ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
両
書
な
ど
に
よ
れ
ば
、

本
来
は
上
げ
下
げ
窓
が
サ
ッ
シ
で
開
き
窓
は
「
３
用
白
の
且
で
あ
っ
た
が
、
「
目
切
①
白
⑦
具
」

も
含
め
て
サ
ッ
シ
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
以
下
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
に

関
す
る
一
般
的
な
記
述
は
、
両
言
の
ほ
か
斎
藤
祐
義
「
鋼
製
建
具
」
（
共
立
社
、
一
九
四

○

年

）

に

よ

る

。

（
弘
）
前
掲
『
建
築
要
覧
」
英
文
編
九
頁
（
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
○
一
頁
に
も
所
収
）
お
よ

び

前

掲

「

復

元

の

記

録

」

二

一

頁

。
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（
調
）
「
見
積
書
」
（
写
、
大
久
保
正
一
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
窓
及
建
具
硝
子
代
一
五
三
一
円
七

九
銭
）
（
前
掲
『
決
定
見
積
書
其
の
こ
所
収
、
承
認
第
一
六
二
号
、
一
九
二
五
年
三

月
一
八
日
、
前
掲
『
復
元
の
記
録
」
一
三
五
頁
に
も
所
収
）
お
よ
び
「
横
浜
正
金
銀
行
建

具
用
硝
子
種
類
」
今
送
付
案
内
」
所
収
、
一
九
二
五
年
三
月
二
日
、
震
災
復
旧
工
事
資

料
）
・
網
入
ガ
ラ
ス
の
名
称
は
、
前
者
で
は
「
網
入
費
硝
子
」
と
さ
れ
る
が
、
後
者
に
は

「
地
階
窓
網
入
簾
硝
子
（
英
国
ペ
ル
キ
ン
ト
ン
会
社
製
品
）
在
来
窓
使
用
ノ
分
モ
全

部
之
レ
ニ
取
換
フ
ル
事
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
調
）
「
見
積
書
」
（
写
、
日
本
通
商
株
式
会
社
発
横
浜
正
金
銀
行
宛
、
地
下
室
在
来
窓
サ
ッ
シ
ュ

附
属
金
物
補
足
及
手
直
シ
エ
事
代
九
○
円
）
（
前
掲
「
決
定
見
積
書
其
の
二
」
所
収
、

承
認
第
二
六
二
号
、
一
九
二
五
年
七
月
二
日
、
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
一
五
四
頁
に
も
所

収
）
。
た
だ
し
、
本
見
積
書
で
は
、
交
換
す
る
金
物
は
「
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
ル
」
「
ア
オ
リ

止
及
受
」
「
階
段
下
廻
転
金
物
」
各
二
箇
所
分
と
な
っ
て
い
る
。

（
釘
）
同
右
。

（
銘
）
前
掲
「
建
築
要
覧
」
九
頁
（
前
掲
「
復
元
の
記
録
』
四
九
頁
に
も
所
収
）
お
よ
び
前
掲

「

復

元

の

記

録

」

二

五

頁

。

（
調
）
前
掲
『
建
築
要
覧
」
英
文
編
九
頁
（
前
掲
『
復
元
の
記
録
」
一
○
一
頁
に
も
所
収
）
お
よ

び
前
掲
「
復
元
の
記
録
」
二
五
頁
。
前
者
に
は
「
Ｑ
①
蒔
冒
己
邑
①
丘
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
銘
板
に
も
あ
る
よ
う
に
正
し
く
は
言
毎
島
国
匡
邑
月
旦
で
あ
る
。

（
鉛
）
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
エ
業
会
川
年
史
編
集
委
員
会
編
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
Ⅷ
年
の
歩
み
」
（
日
本

シ
ャ
ッ
タ
ー
エ
業
会
、
一
九
七
八
年
）
七
～
一
三
頁
、
お
よ
び
前
掲
「
金
属
製
建
築
部
品

の
変
遷
』
八
六
頁
。
前
者
は
「
ｎ
両
禺
陣
呼
目
扁
匡
と
表
記
す
る
が
、
正
し
い
綴
り
は
本

文
と
前
掲
註
（
調
）
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
で
は
石
造
の
洋
風
建
築
の
事
例

と
し
て
正
金
本
店
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
以
下
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
技
術
面
に
関
わ
る
記
述
は
、
特
に
断

に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
・

（
“
）
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
こ
こ
で
述
べ
た
特
徴
を
有
す
る
「
英
国
型
」
の
他
に
、
ア
メ
リ

カ
の
キ
ネ
ャ
社
が
開
発
し
た
、
両
端
を
渦
状
に
曲
げ
た
ス
ラ
ヅ
ト
同
士
を
差
し
込
む
こ
と

ら
な
い
限
り
両
言
に
よ
る
。

で
蝶
番
や
鋲
を
使
用
せ
ず
に
綴
っ
て
い
く
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
式
（
キ
ネ
ヤ
式
）
の

「
ア
メ
リ
カ
型
」
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
る
（
前
掲
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
Ⅷ
年
の
歩
み
」
一

三
・
二
五
頁
お
よ
び
前
掲
『
金
属
製
建
築
部
品
の
変
遷
」
八
六
～
八
七
頁
）
。

（
蛇
）
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
ス
ラ
ッ
ト
と
蝶
番
の
形
状
は
三
種
類
あ
り
、

当
館
に
残
存
す
る
同
社
製
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
ス
ラ
ッ
ト
と
蝶
番
は
、
前
掲
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
Ⅲ

年
の
歩
み
」
九
頁
所
載
の
三
種
類
の
う
ち
下
段
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
媚
）
前
掲
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
Ⅷ
年
の
歩
み
」
二
五
頁
お
よ
び
前
掲
「
金
属
製
建
築
部
品
の
変
遷
」

八

六

～

八

七

頁

。

（
“
）
二
○
○
八
年
九
月
一
二
日
に
行
わ
れ
た
社
団
法
人
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
ド
ア
協
会
業
務
委

員
会
の
当
館
視
察
の
際
、
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ヅ
ト
社
製
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
現
状
を
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
え
ば
開
閉
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
種
々
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
視
察
を
企
画
さ
れ
た
東
洋
シ
ャ
ッ

タ
ー
株
式
会
社
成
松
哲
氏
を
は
じ
め
参
加
諸
氏
に
感
謝
し
た
い
。

（
妬
）
前
掲
日
銀
文
言
局
中
村
技
師
よ
り
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
妬
）
酒
瀬
川
博
之
・
田
中
和
幸
・
羽
生
修
二
「
近
代
Ｒ
Ｃ
造
建
築
の
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究

（
そ
の
４
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
の
当
初
材
に
つ
い
て
）
」
（
「
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演

梗
概
集
」
〔
関
東
〕
、
二
○
○
六
年
九
月
、
一
三
五
～
一
三
六
頁
）
お
よ
び
田
中
和
幸
・
酒

瀬
川
博
之
・
羽
生
修
二
「
近
代
Ｒ
Ｃ
造
建
築
の
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
５
ス

チ
ー
ル
サ
ッ
シ
の
置
き
換
え
に
つ
い
て
）
」
（
同
前
、
一
三
七
～
一
三
八
頁
）
・

（
灯
）
当
館
地
階
は
収
蔵
庫
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
非
公
開
と
し
て
い
る
が
、
「
重

要
文
化
財
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
建
物
公
開
」
と
称
す
る
見
学
会
を
年
二
回
程
度

開
催
し
、
見
学
会
の
際
に
は
地
階
の
一
部
を
公
開
し
て
い
る
。
今
後
も
可
能
な
範
囲
で
積

極
的
な
公
開
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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